
１　令和７年度　予算規模

（１）　一般会計

        令和７年度の一般会計予算額は、201億1,000万円で、前年度に比べ、額で10億5,000万

　    円、率にして、5.5％の増となっています。

（２）　特別会計

　　　　国民健康保険事業特別会計など４つの特別会計予算の合計額は、前年度に比べ、0.6％

　　　減の93億5,251万4千円となっています。

（３）　公営企業会計

　　　　上水道事業、工業用水道事業、市民病院事業及び下水道事業の４つの公営企業会計予算

　　　の合計額は、82億46万3千円で、前年度に比べ、1.0％の減となっています。

令和７年度 令和６年度 増 減 額 増 減 率 繰出金等

 一般会計 20,110,000 19,060,000 1,050,000 5.5 2,119,306 

 特別会計 9,352,514 9,406,640 △ 54,126 △ 0.6 1,180,989 

国民健康保険事業 4,166,847 4,267,847 △ 101,000 △ 2.4 367,083 

水沼診療所 8,127 7,857 270 3.4 2,171 

介護保険事業 4,466,527 4,419,308 47,219 1.1 652,240 

後期高齢者医療 711,013 711,628 △ 615 △ 0.1 159,495 

 公営企業会計 8,200,463 8,283,986 △ 83,523 △ 1.0 938,317 

上水道事業 2,194,067 2,280,856 △ 86,789 △ 3.8 14,398 

工業用水道事業 199,119 241,340 △ 42,221 △ 17.5

市民病院事業 4,314,322 4,251,178 63,144 1.5 599,500 

下水道事業 1,492,955 1,510,612 △ 17,657 △ 1.2 324,419 

37,662,977 36,750,626 912,351 2.5

令和７年度予算の概要

　　    少子高齢化や気候変動による異常気象などによる災害、物価高騰など、様々な課題に直

　　　面している中、限られた財源で健全な財政運営を持続させるため、既存の事務事業につい

　　　て、費用対効果や必要性、有効性等を厳しく検証し、経費の縮減を図るとともに、第５次

　　　北茨城市総合計画に掲げる「誰もが住みたい　安らぎと活力にあふれるまち　北茨城」の

　　　実現に向け、市民生活に必要な事業を継続しつつ、将来にわたり持続的に発展するために

　　　必要な事業予算を配分した予算となっています。

　　（単位：千円・％）

会  計  区  分

合　　　　計


